
　

日頃は「鈴木さだはる後援会」に対し、ご支援ならびにご協力を賜り感謝申し上げます。

今年も残り2ヵ月足らずとなりました。年末に向け生活していく中で、何かと忙しい時期になりますが、大きな混乱

が無く、安全で安心して生活できるようにする必要があると思います。

刈谷市政においても、子育て・介護支援等、様々な視点から安全で安心して生活できるまちづくりを目指し、

取り組んで参りたいと思います。生活していく中での主役は、市民の皆さんです。出来る限り多くの方からの意見を

お聞きし取りまとめ、行動してまいります。これからも忌憚のないご意見を頂けると幸いです。

（鈴木さだはる後援会だより No.18）
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１．能登半島地震で問題となったトイレに関する情報
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市内マンホールトイレ等に関する情報をご紹介

*¹ マンホールトイレとは、下水道管路にあるマンホールの上に簡易な便座やテントを設けることで、災害時において迅速にトイレ

機能を確保するものです。

刈谷市では、指定避難所（小中学校）、11公園施設にマンホールトイレ*¹やかまどベンチを設置しています。

3月定例での質問質疑において、マンホールトイレの場所を含めて知らない方が多いことから、平時より目にふれることで防災

意識の向上、有事の際に迷うことなく使用できる環境を要望させていただきました。

当局からの回答としては、今年度末（’25年3月末）までに啓発看板を設置するなど更なる周知に努めるとのことです。

☆マンホールトイレイメージ

※刈谷市HPより出典

◎マンホールトイレ、かまどベンチの他に耐震性貯水槽*2が、

原崎公園（原崎町）、野田公園（東刈谷町）上池児童

遊園（今川町）、五軒屋集会所敷地（富士見町）、

北部市民センター（東境町）、ついぢ公園（築地町）、

山崎公園（半城土中町）、小道公園（小垣江町）、

刈谷消防署（寿町）、大手公園（大手町）に設置して

あります。

☆大手公園の

マンホールトイレ

☆かまどベンチイメージ

※市内指定避難所となっている、掲載以外の小中学校、高校、大学校については、令和8年度末を目途にマンホールトイレ

*2 耐震性貯水槽は、市内10箇所の地下に埋設された100立方メートルの水道水を貯めることができる貯水槽です。

☆耐久性貯水槽

https://youtu.be/lv_gdBpDHVs

※耐久性貯水槽の操作方法(動画)
←QRコード ↓YouTubeアドレス



【あとがき】今年の気候は、今までなく気温含めて乱高下で体調管理

に苦労されていると思います。気象庁の予報でも、向こう3か月は、

11月に寒気の影響が弱いため、平年並か高い、降水量も12月と

1月は低気圧の影響を受けにくいため、平年並か少ないとの予報です。

今後も体調管理、ご留意くださいませ。

遅ればせながら、ホームページを開設しました。

内容については、今後、精進してまいります。

https://www.sadaharu-su.com

【11月の予定】
3日 地区自主防災会本部会議

9日～10日 地区文化展

12日 地区環境保全会

13日 全ト政推連勉強会

21日 委員会6者会議

24日 中部合同防災訓練

30日 カリﾏﾁｽﾄﾘｰﾄﾏﾙｼｪ

鈴木 さだはる後援会 ; 刈谷市一里山町金山100番地 トヨタ車体労働組合会館内 (TEL) 0566－36－3870

【11月の暦】
3日 文化の日

7日 亥の子（いのこ）

立冬（りっとう）

15日 七五三

22日 小雪（しょうせつ）

23日 勤労感謝の日

29日 ブラックフライデー

補正予算事業の一部を紹介

1．商業者応援デジタルクーポン事業（新規）

事業費：203,500千円（特定財源 諸収入 3,500千円）

事業の概要

商業者を支援するため、市LINE公式アカウント登録者に対し、スマートフォン等で利用できるデジタルクーポンを発行。

（1）実施期間（予定） 令和7年1月15日～令和7年2月28日

（2）クーポン内容：1,000円以上の会計で利用可能な300円割引クーポン5枚を期間中2回発行

（3）その他 ： スマートフォンを所有していない等によりLINEを利用できない高齢者（市内在住の70歳以上）を対象に

5,000円の商品券を3,500円で販売する。

２．魅力あふれる公園づくり事業（新規）

事業費 （1）岩ケ池公園整備事業（拡充） ：拡充分 7,500千円 総事業費 20,949千円）

（2）総合運動公園整備事業（新規） ：20,000千円

（3）洲原公園整備事業（新規） ：20,000千円

（4）亀城公園整備事業（新規） ：200,308千円

（5）魅力あふれる公園づくり基金積立事業（新規）：500,000千円

事業の概要

魅力あふれる公園づくり構想の実現に向けた事業を各公園で実施。また、事業を計画的かつ効率的に推進するための

財源を確保する。

（1）岩ケ池公園整備事業…岩ケ池の周遊コースの整備（実施設計）

（2）総合運動公園整備事業…エントランスエリア等の整備（実施設計 P-PFI*⁴制度の活用検討）

（3）洲原公園整備事業…学びの森エリア等の整備（基本設計 P-PFI制度の活用検討）

（4）亀城公園整備事業…刈谷城址エリアの整備（実施設計（隅櫓・石垣等）公募による業者選定）

（5）魅力あふれる公園づくり基金積立事業…基金の創設及び基金の積立て

※（1）、（4）は

繰越明許費の設定

*⁴ Park-PFI（プライベイト・ファイナンス・イニシアティブ）とは、2017年6月の都市公園法の改正によって創設された「公募設置管理制度」

の通称。「P-PFI」と表記されることもある。都市公園において飲食店、売店などの収益施設（公募対象公園施設）の設置または管理を行う

民間事業者を、公募により選定する手続きのこと。

※市内指定避難所となっている、掲載以外の小中学校、高校、大学校については、令和8年度末を目途にマンホールトイレ

を設置する計画で進めています。但し、富士松中学校については、下水道整備の関係から別の方法を検討しています。

また刈谷市では、トイレトレーラー*3も所有していて、能登半島地震の被災地、能登町への派遣、その以前には、令和元

年、台風15号により被災した千葉県君津市へ派遣しました。

*3 刈谷市が所有するトイレトレーラーは、1台に4部屋の個室トイレが設置されており、各個室に水洗トイレ、手洗い場、LED照明、

換気扇、小窓等を備えています。また、屋根にソーラーパネルが設置されており、夜間も明るいなどの特徴もあります。

* 耐震性貯水槽は、市内10箇所の地下に埋設された100立方メートルの水道水を貯めることができる貯水槽です。

※魅力あふれる公園づくり構想は、地域の魅力向上や緑豊かな 潤いのあるまちづくりに向けて、刈谷市の公園のうち、魅力

を発信することができ、周辺の状況から公園区域の拡張が可能な、上記公園を対象に、それぞれの公園が持つ特徴をい

かしつつ、誰もが行きたくなるような魅力あふれる公園とするため、市民の方々からのご意見を取りまとめた将来構想を策定。
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